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論文
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The Shiga Prefecture Eco-School Project was launched in the 2001 fiscal year. This project is continued by 
the Shiga Prefectural Government. The author of this article participated as a leader in the planning and 
establishment of the project.
In this study, the preliminary activities in 2000 and the planning and establishment process in 2001 are 
clarified.
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1　はじめに
滋賀県エコ・スクールプロジェクト（事業名は滋賀県エ

コ・スクール支援事業）（以下、「滋賀県エコ・スクール」

と記す）の直接的な契機は、2001 年度のエコ・スクール

検討委員会の設置にある。しかしながら、事務局の移り変

わりや、滋賀県行政の担当部署の移り変わりにより、創設

当時の経緯を知る人物はほとんどいなくなっている。また、

行政文書保存期間の関係から、当時の文書も処分されてお

り、文書から経緯をとらえることもできなくなっている。

滋賀県エコ・スクールについては、加藤（2002）、市川

（2004）の紹介記事を除くと、中村（2005）以外に先行研

究は見当たらない。しかし中村（2005）では、エコ・スクー

ル検討委員会設置以前の動きはとらえられておらず、第 1

回～第 4回のエコ・スクール検討委員会の議題や議論の概

要は記されているものの、詳細なものとは言えない。すな

わち、滋賀県エコ・スクール創設の経緯は明らかにされて

おらず、かつ、現在においては当時の状況を把握すること

が困難となっている。

筆者は、エコ・スクール検討委員会の座長を務めるとと

もに、滋賀県エコ・スクールの仕組みづくりやハンドブッ

ク作成、モデル校の教員セミナー等に携わった。また、エ

コ・スクール検討委員会設置以前の取り組みにも関与した。

つまり筆者は、滋賀県エコ・スクール創設の経緯を知る数

少ない人物の一人である。

当時の状況把握が困難となっている現状において、当事

者の一人である筆者は、筆者自身が滋賀県エコ・スクール

創設の経緯を書き残しておかなければ、歴史から消えてし

まうという危惧を感じた。これが本稿の動機である。

そこで本稿では、筆者が保管している当時の文書やパソ

コン内のファイル、電子メールのやりとり、手帳の記録、
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および筆者の記憶に基づき、滋賀県エコ・スクール創設の

経緯、および初期の取り組みを明らかにする。

2　エコ・スクール検討委員会設置以前の動き
筆者は 1998 ～ 99 年度の 2年間、研究代表として「日本

におけるエコ・スクールの展開に関する研究」との題目に

おいて、科学研究費補助金の交付を受けた。同研究では、

エコ・スクール研究会と称する研究会を立ち上げ、グルー

プで研究を行っていた。研究内容は、第 1にヨーロッパの

Eco-Schools、とりわけイギリスのEco-Schools の研究（以

下、ヨーロッパのEco-Schools は「Eco-Schools」と英語表

記する）、第 2にそれを参考にした日本でのエコ・スクー

ルの構想であった（市川 2000）。

同研究の 1年目、筆者は鳴門教育大学学校教育研究セン

ター（当時）に所属していたが、2年目の 1999 年 4 月に

滋賀大学教育学部附属環境教育湖沼実習センター（当時）

に着任した。

筆者が滋賀大学に着任した 1999 年度の終わり近く（当

時の手帳によると 2000 年 1 月 26 日）に朽木いきものふれ

あいの里のＫ氏（本人の承諾を得ていないのでイニシャル

表記とする）が筆者の研究室を来訪された。その時、Ｋ氏

とエコ・スクール研究会の話をしたと記憶している。その

後、数回、Ｋ氏とエコ・スクールの話をした。

Ｋ氏は 2000 年度、朽木いきものふれあいの里センター

の取り組みとして「エコ・スクールネット」を開始し、

2001 年 1 月には『エコ・スクールネット　手引き』と題

する冊子を発行した（県立朽木いきものふれあいの里 

2001）。これは滋賀県エコ・スクールの先駆的取り組みと

言える。

一方滋賀県は、2000 ～ 01 年度に京都府と滋賀県共同の

体験的環境学習推進事業（環境庁委託事業）に取り組んで

いた。筆者もこの体験的環境学習推進事業検討委員会のメ

ンバーであった。

この事業は「京都府と滋賀県をフィールドにした総合的

な環境学習の場を設定し、市民の手による主体的な環境学

習活動の推進」をめざすものとされ 1）、2000 年度に環境

学習人材バンクの整備、環境学習プログラムの整備、教材

（テキスト等）の作成、2001 年度から地球市民大学校（仮称）

（後に、京滋地球環境カレッジと改称）の実施が計画され

ていた。

滋賀県は、この体験的環境学習推進事業の実施も含め、

2001 年度に滋賀県参加型環境学習推進事業を予算化した。

滋賀県参加型環境学習推進事業は、京滋地球環境カレッジ

運営事業、地域活性支援事業、エコ・スクール推進事業の

3つの事業で構成されていた。滋賀県が予算化したことに

より、2001 年度から滋賀県エコ・スクールが動き始める

こととなった。

非公式ではあるが、2001年 4月 2日に筆者はエコ・スクー

ルＭＬ（メーリングリスト）を立ち上げた 2）。当初のメン

バーは、Ｋ氏、島川武治氏、滋賀県環境政策課の担当者と

筆者の 4人であった。

島川氏は、体験的環境学習推進事業検討委員会の滋賀県

委員の一人であり、2000 年度には同事業のモデル事業と

して滋賀県朽木村（当時）において小・中学生のキャンプ

（自然体験活動）を行っていた。筆者も朽木村のキャンプ

に関与・参加していた。Ｋ氏は体験的環境学習推進事業検

討委員ではなかったが、朽木いきものふれあいの里におら

れた関係から、朽木村でのキャンプに関わっていた。また、

朽木村でのキャンプは滋賀県の事業の一環でもあったこと

から、環境政策課の担当者も関与していた。こうした

2000 年度の活動の中で 4人のメンバーが揃うこととなっ

た。

エコ・スクールＭＬでは、エコ・スクール検討委員会設

置以前は滋賀県エコ・スクールの企画立案に関する意見交

換、エコ・スクール検討委員会設置後は同委員会に関わる

意見交換や後述するモデル校への支援などの意見交換を

行っていた。電子メールの意見交換だけではなく、集まっ

て相談もしていた。

島川氏は 2001 年 5 月 28 日に、自らを代表とする環境レ

イカーズ（任意団体）を設立した 3）。筆者も設立時のメン

バーの一人であった（2002 年度末で退任）。当時、行政と

市民団体のパートナーシップによる事業展開が強調されて

いたこともあり、滋賀県参加型環境学習推進事業は環境レ

イカーズが受託することとなった。

以上のことから、エコ・スクール検討委員会設置以前の

動きは、以下のように整理できる。

① 筆者が行っていたエコ・スクール研究会（科研費研究）

を背景として、朽木いきものふれあいの里センター「エ

コ・スクールネット」ができた。

② 同時期に動いていた京都府・滋賀県の体験的環境学習推

進事業（環境庁委託事業）とエコ・スクールの動きが連

動し、滋賀県参加型環境学習推進事業が予算化された。

③ 滋賀県参加型環境学習推進事業を環境レイカーズが受託

する形で、滋賀県エコ・スクールが始まった。
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3　エコ・スクール検討委員会
3.1　第 1回エコ・スクール検討委員会

エコ・スクール検討委員会（以下、「検討委員会」と記す）

は、2001 年 10 月 24 日に第 1 回が開催され、年度末まで

に計 4回開催された（表 1）。

第 1 回検討委員会の開催は 10 月 24 日と年度の後半に

なったが、それまでに環境レイカーズ（筆者を含む）と環

境政策課との打合せが行われ、滋賀県エコ・スクールのお

よその方向性は固められていた。

検討委員会の委員には、モデル校（当初は 2校を予定）

の学校長に参加して頂く計画になっていたが、第 1回の時

点では未だモデル校が決まっていなかったため、空席のま

まスタートした。第 1回時点の委員は 7名で、全員が出席

した（表 2）。

表 1　エコ・スクール検討委員会の日時、場所、議題

表 2　第 1回検討委員会委員名簿 4） 第 1回検討委員会はスタートラインとして重要であり、

手元に議事録が残っていること、筆者の手書きメモが残っ

ていることから、それらを元に会議での意見等をとらえて

おく。また、第 1回検討委員会の配付資料リストを表 3に

示す。

冒頭、環境政策課の山仲委員から挨拶があり、滋賀県参

加型環境学習推進事業の概要、同事業を環境レイカーズに

委託したこと、検討委員会を 3～ 4回開催することが述べ

られた。そして、各委員の自己紹介の後、座長の選出を行

い、筆者が選出された。それ以降は議事次第に沿って説明
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と議論が行われた。

まず、資料 1～ 4について説明が行われた。資料 2の検

討委員会設置要綱では、第 2条の所掌事項に次の 4点が記

されている。

（1）「エコ・スクール」のフレームワーク検討

（2）基本プログラムの検討

（3）支援ツール（エコハンドブック等）の開発・検討

（4）認証組織、支援組織の仕組み等の検討

表 3　第 1回検討委員会配付資料リスト

資料 3、4 は、これら 4点を実施計画として具体化した

ものである。議事録によると、ここまでの説明に対し、検

討委員会の後の展開について質問があり、「モデルとして

3年。普及はその中で考える」と回答があったことが記さ

れている。関連して「義務的にＩＳＯ的な学校を拘束しな

い。独自の取り組み、生徒会、児童会の活性化を図りたい。

エコライフが当たり前のこととして、教員と関われるよう、

モデルを元にしながら全県的に広めてゆきたい」との発言

があったことが記されている。

続けて資料 5～ 8、および参考資料について説明が行わ

れた。議事録によると、説明後、「滋賀県では、独自に立

ち上げるのか、目的は何なのか？どこまでの学校を視野に

するのか？」、「登録認証を必要とするのかどうか？」との

問題提起があったことが記されている。

また、筆者の手書きメモによると、ヨーロッパの仕組み

をどの程度取り入れるのか、高校はどうするのか、県の学

校ＩＳＯとの関係はどうか、登録・アワードの仕組みにす

るのか、といった質問が出されたことが記されている。

このうち高等学校に関しては、議事録によると「高校ま

で入れるかどうか、検討して頂きたい」との回答が事務局

からあったことが記されている。

そして、第 1回検討委員会の最重要議題であった資料 9、

10について説明が行われた。この2つの資料は滋賀県エコ・

スクール創設時の記録として重要であるので、紙幅を取る

が巻末に掲載しておく（資料 1、資料 2）。

この時点では案として未完成な部分があった。すなわち、

4.4、および 5.2 ～ 5.9 は項目のみで明文化されていなかっ

た（資料 1）。これら 2つの案は筆者が原案を作成したも

のであり、パソコン内のファイルを見ると案 2となってい

た。

フレームワーク（案）は、イギリスの Eco-Schools のハ

ンドブック（Tidy Britain Group 1996，市川 2000）を参

考に作成したものである。

「1．目的」「2．定義」「3．目標」は Eco-Schools の考え

方を盛り込みつつ、滋賀県に合わせて文章化し、「4．エコ・

スクールプロジェクトの流れ」は Eco-Schools の流れを踏

襲した。

「5．エコ・スクール活動の実施」のエコ・スクール委員

会を中心とした図は、Eco-Schools の 7 つの主要要素を日

本の学校に合わせて 9つの視点にアレンジした。

Eco-Schools の 7 つの主要要素は次のとおりである 5）。

・エコ・スクール委員会

・環境レビュー

・行動計画

・進捗状況の把握と評価

・授業等での環境教育

・学校と地域への宣伝と参加促進

・エコ・コード

これらのうち「環境レビュー」を「活動の焦点づくり」、

「行動計画」を「活動計画づくり」と言い換え、「進捗状況

の把握と評価」は、活動を行うこととチェックを行うこと

がわかるように「活動計画の実践」と「活動の状況把握と

チェック」の 2つに分けた。「学校と地域への宣伝と参加

促進」は「保護者・地域等への発信」とし、「エコ・コード」

は「キャッチフレーズ・シンボルマークづくり」とわかり

やすい表現に置き換えた。
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これらのアレンジは、何をするかをわかりやすくするた

め言葉を言い換えたものであるが、Eco-Schools にはない

ものとして追加したものが「イメージづくり」である。「イ

メージづくり」を入れた理由は、児童生徒を中心に各学校

が学校独自のエコ・スクールを考えてもらいたいとの想い

からである。

例えば、水俣市の学校版環境 ISO の取り組みでは、あ

らかじめ活動内容（宣言項目）が提示され、それらに取り

組んだ学校が「環境に良い学校」（≒エコ・スクール）と

認定される仕組みであった。学校版環境 ISO と称される

取り組みは、他の自治体でも概ね似通っている。この方法

も環境保全の視点から学校を変えていくことにつながるも

のの、他方、「環境に良い学校」（≒エコ・スクール）のイ

メージを定式化してしまうことになる。

滋賀県エコ・スクールでは、「エコ・スクールってどん

な学校？」という質問について、児童生徒、教員、保護者

等が、自分たちの学校や地域の状況に合わせて考えること

から始め、自分たちのエコ・スクールをつくることを大切

にしたいと考えた。それゆえ、「イメージづくり」は、学

校版環境 ISO 等の活動内容提示型とは異なる仕組みとし

て重要なものと考えたのである。

このフレームワーク（案）に対しては、委員から多くの

意見が述べられた。議事録から主要なものを時系列で拾い

上げる。

・ エコ・スクールの定義も固めたいが、エコ・スクールの

中に何を求めてゆくのか。

・ 点検などが中心となってしまい、これが先行するもので

はなく、形骸化しないようにすることが重要である。生

徒会、委員会が中心となって、点検のみに結果として終

わることにはならぬよう、全県、滋賀県の子どもは、環

境にやさしいということを示してゆきたい。

・ 「環境に関して、行動を起こします」と言う宣言など、

子どもが変われば親も変わるというように、小さい子か

ら動きをつくってゆくのが大切ではないか。

・ フレームワークは、わかりやすい。プロセスを大切にし

ている。結果については、基準を厳しく、ハードルを高

く設ければよいとするのか。

・ 環境学習型が欲しい。地域との関わりが少ないので、最

初から入れ込む形にできないか。

・ 学校、地域、保護者など必要条件で、動かないといけな

い。保護者、地域への発信のみではなく、協働であろう。

・ キーワードの主体性、地域との関連性、子ども同士の関

連性は、エコ・スクールを考えるのに大事であろう。

・ 例えば、省エネとして 50 万円節約したら、子どもたち

の学校設備に変えてゆくなど、子や学校にとってのメ

リットを考えることが大事。

・ 地域と学校とを開くように取り組んでいただいている。

地域社会とは何かを整理する必要がある。

・ 目的は、1つには絞れず、多目的である。あえて何か目

的を加えるのかなどの検討が必要。結果重視か、プロセ

ス重視か。学校はプロセス重視でいいだろう。

・ どういうふうにみんなで決めたか、知っているのかなど、

プロセス自体を評価したい。

・ 環境に対する捉え方も異なるため、数値目標などを考え

てゆくことが大切である。経過を評価することも大事だ

が、数値目標を挙げないと満足などの充実度が違うであ

ろう。

上記以外で、筆者の手書きメモからいくつか拾い上げて

おく。

・ 認証のためには評価システムを作らないといけない。

・ エコ・スクール委員会の最低メンバーを明確に必須条件

にした方がよい。

・ 環境学習プログラムの改善だけに終わらないようにした

い。

・ 地域との結びつきをいかに組み込むかが、図の中にない。

・ 学校には環境に関わるものがたくさんある。それらをエ

コ・スクールにとりまとめていく方策が必要ではないか。

・ 「変革」という言葉は強いのではないか。

・ 点検ばかりにならないように、活動計画づくりのマニュ

アル・手順を何かで書いた方がよい。

以上のような議論の後、最後にモデル校について事務局

から説明があった。また、名称について質問があり、筆者

が文部省の「エコスクール」と区別するため「エコ・スクー

ル」とナカグロを入れていることを説明し、第 1回検討委

員会を終了した。

3.2　第 2回エコ・スクール検討委員会

第 1回検討委員会から第 2回検討委員会までの間にモデ

ル校の募集が行われた。モデル校については後述するが、

結果的に八日市市立御園小学校（当時。以下、「御園小」

と記す）、甲賀町立油日小学校（当時。以下、「油日小」と

記す）、今津町立今津中学校（当時。以下、「今津中」と記
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す）、私立近江兄弟社小学校（以下、「近江兄弟社小」と記

す）の 4校となった。

第 1回検討委員会では空席であったモデル校委員とし

て、4校の学校長を加え、検討会委員は計 11 名となった。

第 2回検討委員会では、モデル校 4校への支援としての

教員ワークショップについて報告されるとともに、当日出

席した御園小、油日小、近江兄弟社小の 3校から、各学校

の状況について報告された。

その後、ハンドブック（Ver.1.1）『エコ・スクールへの

とびら』が提案された。これは第 1回検討委員会のフレー

ムワーク（案）を元に教員向けハンドブックとして提案さ

れたものであるが、滋賀県エコ・スクールへの参加を期し

て、メッセージ性の強い表現となっていた。ハンドブック

はこれ以降も検討委員会で議論され修正されているが、主

要な部分をとらえておく。

まず、ハンドブック（Ver.1.1）の 1 ページには、エコ・

スクールについて、次のようなメッセージとともに図 1が

記されている。

・ このハンドブックは、子どもたちと先生たちと保護者・

地域の方々の思いをつなぎ、形にしていくための考え方

と手だてを記したものです。

・ 手軽にエコ・スクールをつくるためのレシピではありま

せん。

・ 主役は、子どもたち（Children）を中核とした、先生達

（Teachers）、保護者（Parents）、地域の人達（Supporters）

です。

・ C-T-P-S が一緒になって、環境に関して、気づき、学び、

行動することが大切です。

・ エコ・スクールは柔軟で多様性のあるプロジェクトです。

・ 到達目標となる一つの定まったエコ・スクール像が決

まっているのではありません。

・ それぞれの学校・地域が、自分たちの道筋と目標（エコ・

スクール像）を持って歩んでいく、そんなプロジェクト

なのです。

図 1はハンドブック完成版ではイラストが描かれている

が、この段階ではまだイラストはできていなかった。

3ページには「エコ・スクールプロジェクトがもたらす

もの」との項目が記され、「一般的にみて、次のようなメリッ

トが考えられます」として、次の 9点が記されている。

・ 児童生徒の自主性、主体性の育成（生きる力へとつながる）

・ 環境に配慮した学校生活、家庭・地域生活の実践

・ 環境教育・環境学習の学びの充実・深化

・ 楽しい学校、子どもたちが登校したくなるような学校の

創出

・ 環境への負荷の低い、環境・自然と共生した学校の創出

・ 地域に根ざした校風の創出

・ 校内の良好な人間関係の創出

・ 児童生徒の問題解決能力、意思決定能力の向上

・ 他校とのネットワーク、交流、そして活動の広がり

第 1回検討委員会のフレームワーク（案）にはなかった

ものとして、「キックオフ宣言」が追加された。これは

Eco-Schoolsにもない独自のものである。「キックオフ宣言」

を加えた理由は、以下のハンドブック（Ver.1.1）の説明

のとおりである。

「エコ・スクールプロジェクトは学校全体での取り組みで

す。それゆえ、学校の責任者である学校長の意思決定が重

要な意味を持ちます。まず、学校長が、年度初めや学期の

始業式等において、児童生徒、教職員、保護者等に対して

「これからエコ・スクールに取り組みます」とのキックオ

フ宣言（プロジェクト開始宣言）を行うことが大切です。

どのような言葉で語りかけるかは自由です。」

Eco-Schools でも、フレームワーク（案）でも重要なも

のと位置付けているエコ・スクール委員会については、「取

り組み母体の設置」と表現を変え、児童生徒と教員で構成

する「環境グループ」と、C-T-P-S（Children、Teachers、

Parents、Supporters）の 4 者で構成する「エコ・スクー

ル委員会」の 2層構造とされた。そして、フレームワーク

図 1　C-T-P-S 図（ハンドブック（Ver.1.1）より）
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（案）の 9つの視点と合わせて図 2が記されている。

また、フレームワーク（案）では認証の際、「児童生徒

の活動の記録等をエコ・スクールプロジェクト事務局に提

出する」とされていただけであったが、ハンドブック

（Ver.1.1）では、「認定証の交付申請」として、以下のも

のを提出することが記されている。

・ 活動計画書

・ 変更・修正された活動計画書（変更・修正のあった場合

のみ）

・ 活動の経過と成果を記した壁新聞（模造紙 1 ～ 2 枚、

キャッチフレーズ、シンボルマーク等を作った場合には、

必ずそれを入れる）

・ 「環境グループ」「エコ・スクール委員会」のメンバー一

覧（氏名と所属を記載）

・ 「環境グループ」の児童生徒の感想文（「エコ・スクール

に取り組んで」というような題で一人原稿用紙 1枚程度）

・ 「エコ・スクール委員会」のメンバーの一言寄せ書き（事

務局から配布される用紙に書く）（※：これに学校名、

ロゴ等を入れ、県知事の署名・押印をして認定証にしま

す）

ここに入っている壁新聞や寄せ書きは、ヨーロッパとは

異なる日本的なアレンジの 1つである。

第 2回検討委員会の議事録では、ハンドブック（Ver.1.1）

の議論について、次のような簡単なことしか記されていな

い。

・ 推進図、目標設定、責任体制など、さらに検討を要する。

・ ハンドブックの使い方として 3年は実施したい。分離体

制ではなく、指導的役割を学校側も実施してゆくことな

どが大事である。

・ Ｑ＆Ａは、これからの積み上げの中でやるのがよい。

・ イラストを入れることは、非常に重要。

筆者の手書きメモでは、ハンドブック（Ver.1.1）の個々

の部分についての具体的な修正の他、次のような意見が記

されている。

・ エコ・スクールＱ＆Ａを作ってはどうか。

・ 学校でのエコ・スクールの時間の取り方をどうするか。

・ キックオフ宣言、エコ・スクール委員会の設置以降の流

れを図にする。

・ 取り組みの各ステップの進め方の留意点を示す。例えば、

ゆっくりと時間を確保するなど。

・ 細々とでも続く活動も大切である。

図 2　エコ・スクールの取り組み項目（ハンドブック（Ver.1.1）より）
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・ 子どもたちがキックオフ宣言をする。

・ 学校と地域のつなぎ役が必要。

・ 教員の研修が必要。

また、第 2回検討委員会の議事録には、「ＭＬ（メーリ

ングリスト）作成済。環境レイカーズ、委員、学校を含め、

情報の共有化を図る。このネットワークは、エコ・スクー

ル校が増えれば、そのままエコ・スクールネットワークと

したい」と記されており、非公式に立ち上げたエコ・スクー

ルＭＬを公式の情報交換システムにすることが報告されて

いる。

最後に今後の予定が報告され、第 2回検討委員会を終了

した。

3.3　第 3・4回エコ・スクール検討委員会

第 3・4 回検討委員会については、中村（2005）では議

事録が引用文献に挙げられているが、筆者の手元に残って

いない。そのため、配付資料と手書きメモからしか状況は

わからないが、ハンドブック等の案が出され、具体的な修

正が議論されている。検討委員会というよりは、実務的な

会議の色彩が濃かったと推察される。

第 3 回検討委員会では、進捗状況の報告として、2002

年 2 月 22 日に開かれたエコ・スクールセミナーについて、

概要と参加者が 45 名であったことが報告された 6）。また、

教師向けハンドブック（Ver.2）、児童生徒用ハンドブック

（Ver.1）、パンフレットが提案され、具体的な修正意見が

出された。

教師向けハンドブックでは、ハンドブック（Ver.1.1）

のエコ・スクールの取り組み項目の図（図 2）が「取り組

み項目と流れ」と「プロジェクト推進組織」の 2つの図に

分けられた。特に「取り組み項目と流れ」の図はハンドブッ

ク（Ver.1.1）から大きく変更され、PDCAサイクルのよ

うな図となった（図 3）。

( )
(
)

(1)

(2)

(3)

(4)
( )

(
)

(1)

(2)

(3)

(4)

図 3　取り組みの項目と流れ（ハンドブック（Ver.2）より）

「プロジェクト推進組織」の図は、ハンドブック（Ver.1.1）

（図 2）の中央部分を抜き出し、構成メンバーがわかるよ

うな図となった（図 4）。

児童生徒用ハンドブック（Ver.1）は、提案では『エコ・

スクール　リーダーズガイド』として、環境グループやエ

コ・スクール委員会に関わる児童生徒向けに作成されてい
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たが、そうではなく、全ての児童生徒向けに作成すべきと

の意見が出された。

図 4　プロジェクト推進組織（ハンドブック（Ver.2）より）

その他、電子メールの記録によると第 3回検討委員会で

は推進体制について議論があったことがうかがえるが、明

確な記録が残っていないため詳細は不明である。

第 4回検討委員会は、まさに実務的な会議であった。エ

コ・スクールプロジェクト推進体制の図、教師向けハンド

ブック、児童生徒用ハンドブック、パンフレットについて

具体的な修正が議論された。

イラスト化された C-T-P-S 図（図 5）、取り組みの項目

と流れ図（図6）も提案された。児童生徒用ハンドブックは、

リーダーズガイドではなく、『エコスクールノート』として、

すべての児童生徒向けに全編改訂されたものが提案され

た。

各提案に対し、具体的な修正意見を出し合って、第 4回

検討委員会は終了した。

図 5　イラスト入りC-T-P-S 図（ハンドブックより）

図 6　取り組みの項目と流れ図（ハンドブックより）

4　モデル校
モデル校については、各学校の主体性に任せるというス

タンスを取り、環境政策課や検討委員会の指名ではなく、

募集することとされた。2001 年 11 月に滋賀県琵琶湖環境

部長より各学校へ参加協力依頼が出され、11 月 20 日にエ

コ・スクール支援事業説明会が開かれた。

加藤（2002）では、2001 年 10 月に滋賀県で開かれた全

国環境学習フェアのポスターセッションに参加した 42 校

に呼びかけをし、説明会には 14 ～ 15 の校の参加があった

と記されている 7）。

説明会では参加協力校の決定方法、エコ・スクール支援

事業概要、エコ・スクール支援事業実施計画（スケジュー

ル）、エコ・スクール参加協力校の活動概要（案）につい

ての資料が配付され、説明が行われた。参加協力校の決定

方法には「参加協力校 2校（小学校 1校、中学校 1校を予

定）」と記されていたが、結果的に前述の 4 校（御園小、

油日小、今津中、近江兄弟社小）がモデル校に選定された。

ただし、近江兄弟社小に関しては、モデル校募集以前に

エコ・スクールプロジェクトへの参加協力に手を挙げてお

り、2001 年 7 月 24 日に島川氏と筆者とで学校長への説明

に赴いている（当時の電子メールおよび筆者の手帳によ

る）。また、近江兄弟社小にモデル校を依頼することにつ

いては、第 1回検討委員会の最後に事務局から報告されて

いる。

モデル校 4校への支援として各校 2回の教員研修が行わ

れた。1回目はエコ・スクールのイメージづくり研修、2

回目は各学校の状況に合わせた体験型プログラム研修であ

る（表 4）。なお、近江兄弟社小のプログラム研修につい

ては、手元のメモでは 2月 20 日と書かれていた。しかし、
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同日には油日小のプログラム研修が実施されている。同じ

日に 2校で研修を行ったとは考え難い。第 2回検討委員会

配付資料にも記されておらず、電子メールその他にも日付

の記録が見当たらなかったので表 4では空欄とした

表 4　モデル校への支援（教員研修）

イメージづくり研修へは筆者も参加し、4校とも同じプ

ログラムで実施された。

研修参加者を人数に応じて 4～ 7 人のグループに分け、

最初に「「環境」と聞いて思い浮かぶことを書き出す」と

いう活動を行った。この活動は、エコ・スクールを考える

前に、「環境」のイメージを共有することをねらいとした

ものである。

具体的には、各グループで書記係を 1人決め、3分間で

思い浮かぶことをどんどん言い、書記係が書き留めるとい

う活動である。そして、各グループが書き出したものを他

のグループと見せ合い、全体で共有した。

続いてウィッシュ・ポエムと呼ばれる手法を用いて、各

学校のエコ・スクールのイメージづくりの活動を行った。

滋賀県エコ・スクールでは、エコ・スクール像をあらか

じめ提示するのではなく、各学校が自分たちで考えること

を重視している。それゆえ、モデル校が自分たちの学校の

エコ・スクール像を思い描くことが大切である。イメージ

づくりの活動は、モデル校の教員が自校のエコ・スクール

像を思い描き、エコ・スクールの取り組みを考えることを

ねらいとしたものである。

具体的には、まず「○○学校のエコ・スクール、「……」

だったらいいのにな」（「○○学校」の部分は学校名を入れ

ておく）という文の「……」の部分に何を入れるかを各自

が短冊状の紙に書き出す。

次に、各グループで各々が書いた短冊からいくつかを選

び、グループで「「……」だったらいいのにな」のポエム

を作り、ポエムにタイトルを付けるという活動である。

各グループが作ったポエムを他のグループと見せ合い、

全体で共有した。

プログラム研修の内容は、各モデル校で異なっている。

イメージづくり研修の後、教員のエコ・スクール像を大切

にしつつ、各学校で具体的に展開可能な取り組みを考えて

頂き、それに合わせて体験型のプログラムを作成した。

モデル校への支援と平行して、滋賀県エコ・スクールを

広げるため 2002 年 2 月 22 日 13:30 ～ 17:00、滋賀県庁大

津合同庁舎 7Ｂ会議室において、エコ・スクールセミナー

が開催された。エコ・スクールセミナーは、事前申込みは

38 名であったが、当日は 45 名の参加があった。

内容は次のとおりである。

・ 「エコ・スクールとは」（筆者）

・ 「エコ・スクールの活動状況」（モデル校 4校）

・ 「学校の環境学習を支援する取組事例（滋賀県林務緑政

課、琵琶湖博物館、滋賀県エコライフ推進課）、

・ ワークショップ①「環境学習・教育の取組を推進するた

めに」（堤氏）

・ ワークショップ②「エコ・スクールをデザインしてみよ

う」（島川氏）

以上が 2001 年度に行われた取り組みであるが、モデル

校の決定が遅かったこともあり、各モデル校での具体的な

活動は 2002 年度から開始された。2002 年度もモデル校へ

の支援が行われたが、環境レイカーズ（島川氏）が担当し

ており、筆者はほとんど関与しなかった。

2003 年度には当初の 4校に加え、東近江市立能登川南

小学校、大津市立逢坂小学校、安土町立老蘇小学校（当時）、

野洲市立野洲中学校の 4校が参加し、2003 年度末に最初

の滋賀県エコ・スクール認定校（4校）が誕生した。

5　おわりに
本稿では、滋賀県エコ・スクール創設の経緯、および初

期の取り組みとして、エコ・スクール検討委員会設置以前

の動き、検討委員会の議題や議論、モデル校への支援につ

いて明らかにした。

2002 年度以降、筆者は滋賀県エコ・スクールにほとん

ど関与しなくなった。2003 年度には担当課が環境政策課

からエコライフ推進課へ代わり、担当者が交代し、人的な

交流もなくなった。2003 年度末の最初のエコ・スクール

認定に先立ち評価委員会が設置されたが、筆者へは依頼は

なかった。エコ・スクールＭＬも筆者の過去のメール記録

では、2003 年 10 月 14 日が最後になっている。

今日、ヨーロッパのEco-Schools は世界各国に広がり、日

本においても2009 年に特定非営利活動法人FEE Japan が
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設立され、同法人が Eco-Schools を推進している 8）。また、

他の自治体でもエコスクールと称する取り組みが見られる9）。

滋賀県エコ・スクールは制度設計プロセスからわかるよ

うに、日本への Eco-Schools の最初の導入事例と位置づけ

られよう。しかしながら、例えば「C-T-P-S 図」や、児童

生徒の環境グループとエコ・スクール委員会の 2つの推進

母体の設定、キックオフ宣言に始まる活動の流れの明確化

などの独自性があり、Eco-Schools をそのまま輸入したも

のではない。

滋賀県エコ・スクールが現在も継続していることは、滋

賀県の環境教育への取り組みとして評価したい。その一方、

継続校が多く、滋賀県エコ・スクールの広がりは十分とは

言えない状況にある。滋賀県エコ・スクールが十分広まら

ない要因の解明や、より一層の普及が求められよう。

最後に本稿で用いたエコ・スクール検討委員会の配付資

料等は一般公開されたものではないが、検討委員会は毎回

傍聴を認める公開型の委員会とされていたので、公開資料

と同等の取扱いをしても差し支えないと判断したことを申

し添えておきたい。

注
1 ） 第 1 回検討会開催案内文書（平成 12 年 9 月 4 日滋環

第 737 号）より

2） エコ・スクールＭＬは、2001 年 4 月 2 日に筆者が最

初のメールを送信し、2003 年 10 月 14 日の筆者のメー

ルが最後となっている。ＭＬの終了を告げるような

メールは送信されていないので、自然消滅となってい

る。

3） 環境レイカーズ：http://www.kankyolakers.org/　

（2020 年 5 月 4 日取得）

4） エコ・スクール検討委員会委員は、滋賀県琵琶湖環境

部環境政策課発行、環境レイカーズ編集の『環境学習

だより』Vol.2（2002 年 3 月 20 日）に掲載されている。

5） 1996 年当時は 7つの主要要素には順序はなかったが、

現在は 7つのステップとして順序化されている。それ

らは「Step1　エコ・スクール委員会をつくる」「Step2　

課題を決める」「Step3　計画を立てる」「Step4　実践

と見直し」「Step5　授業との連携」「Step6　学校から

地域へ広げる」「Step7　エココード（環境宣言）を決

める」のである。（FEE Japan：http://www.feejapan.

org/eco-schools/es_step/）（2020 年 5 月 7 日取得）

6） エコ・スクールセミナーの参加者は「小中高の先生方

が 24 名、地域で活動されている方や大学院生などが

7名、市町村・県の行政関係者が 14 名、計 45 名」となっ

ている。（滋賀県琵琶湖環境部環境政策課発行、環境

レイカーズ編集の『環境学習だより』Vol.2（2002 年

3 月 20 日）より）

7） 2001 年 11 月 20 日のエコ・スクール支援事業説明会

資料の参加協力の呼びかけの項目では、「平成 13 年

11 月　日付滋環第　号滋賀県琵琶湖環境部長通知に

より依頼しています」（筆者が保管している資料では

日付と件番が空欄になっている）と記されている。筆

者は全小・中学校宛に公文書が発出されたと記憶して

いるが、件番が空欄の資料しか手元にないため、明確

には確認できない。

8） http://www.feejapan.org/about/，2020 年 4 月 19 日

取得。

9） 例えば、「ながさきエコスクール認定制度」（https://

www.city.nagasaki.lg.jp/shimin/170000/176000/

p003976.html，2020 年 2月12日取得）、「宇都宮市みや

エコスクール認定制度」（https://www.city.utsunomiya.

tochigi.jp/kurashi/kankyo/gakushu/1015873/index.

html，2020 年 2月12日取得）、「いちのみやエコスクー

ル運動」（https://www.city.ichinomiya.aichi.jp/kurashi/

gomi/1010015/1000169/1001726.html，2020 年 2 月 19

日取得）などが見られる。

引用文献
市川智史，2004，「持続可能な社会に向けて参加体験型の

環境教育を創ろう」，『都市問題研究』，56（10），pp.78-

89．

市川智史，2000，『日本におけるエコ・スクールの展開に

関する研究』，平成 10 ～ 11 年度科学研究費補助金（基

盤研究（C）（2））研究成果報告書，30p．

加藤理，2002，「滋賀県エコ・スクールプロジェクトの試

み　―子供たちの居場所づくりからの出発」，『リサイ

クル文化』，（67），pp.79-85．

県立朽木いきものふれあいの里，2001，『エコ・スクールネッ

ト　手引き』，32p．

中村敦子，2005，『欧州を参考にしたエコ・スクール活動の

あり方に関する研究　―滋賀県エコ・スクール推進事

業を対象として―』，2005 年度滋賀県立大学卒業論文．

Tidy Britain Group，1996，Eco-Schools Handbook，16p．



―32― 滋賀大学環境総合研究センター研究年報 Vol. 17　No. 1　2020

資料 1　滋賀県エコ・スクールフレームワーク（案）（第 1回エコ・スクール検討委員会　資料 9）



―33―滋賀県エコ・スクールプロジェクト創設の経緯（市川智史）



―34― 滋賀大学環境総合研究センター研究年報 Vol. 17　No. 1　2020

資料 2　エコ・スクール運営組織図（案）（第 1回エコ・スクール検討委員会　資料 10）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


